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5年空l之進級L，高学年じ7){J:¥:'i詰九りをしだ子どもた jフc，学校生活においてヲ学校行事ゃ委員会活安！な

ど高学年として心新たた活動も加わりう意駄に満ちあふれてしうる。そして， 5年生から新たにす台まゐ

あるυ 始業五」の Bに「5年生になって」というテーマで菩い7こ児童Aのl乍文で、る ξ＇c

見ワj家族の仕事しにもでき小学 5年「わ

！育委員会に入りたいですぐ二つ日は家庭科です。家庭科では料理在したりヲおさい川を L川い｜

i ろいろします。ぼくの楽しみな乙とは料理です。 I l 山うに叫になったムいい山町仏ぼくは，す~，＜ ~ Li7:rですο （児童：

予ザ三回IE丹壬ケ吾刃
i＇－・吋可止二よフιi='J子どをたちは，七学 5年から始まるまj立引の学習に興味関心が！主主Ii、υ 児童Aのように

や被服製作を中心に宗庭科の学習ま楽しみにしている子ども付多ν】O

次に示すのは9 初めての家庭科の授業で叶家庭科についてのガイダ〆 をした｛去のふりかえのであるο

i 今日ばぷ~家ーをしまし二＼なんか今までのー科のり一戸とはぜんぜんちかヮてびっくり 1
l しました。でも，自分の生活に活かしたいです。（児童B) ! 

： 家庭科の綬業では料理やさいほうをするだけかと思っていたけど町こんなに深いところまで勉強 l
! するんだなあと思いました。（児童U ! 
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〈，それだけが独りさ去きしがちであ忍。しかし馬

家庭科のむらうヨ講生活！と必要な基礎的。基本的

家庭科の学習は7 調理実智や被服製作のイメー

調理実習や被服製作の活動で得ち1'"Lる｝、日識や技能は，

子どもたちの中にある
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な知識及ヒト：技能の一つにすき、ずヲ主活をよりよくするための手段の つであるc

家庭科に対する限られたィメーゾを広げ 自らの生活をとらえながらそこから

過程で得た知識や技能を白＇.）了の生itIこ活かサとい弓ことに気づかせたい。

ごオ1まで子どもたちぽ，日常生活を送る中で様々々生活；在験を：rtんで、きているc し；＇7,L，個々によ t

て生活経験に主があわ 9 すでに自分ーメ＼で何か料理主f作れる子どもら L込れは，百了を握ったことが江い

子どももいるのとはいえq 経~；のをピ ff司わらずヲ全ての子どもにし：えるのは句これまでの経験は9 自分

が好きな時に，好き 7／ように？るものでJらったり，まの人から言われてやっ穴のと，生活に主体的民間

;7) 7~ うという意識や，生活を作る j員でお ξ、という自覚はiまとんどもてていJよし＇o よって，本題村七

家庭料に出会う乙とで日常；生活やそ心生活そ成り立たせ、ている要素を意識しr，主件自立に関わろうとオ i:,

態度p意欲をもたせ 生活への実践につιげてしか＋tt：－.いと考え三。さらに， Eらの成長をふり

の成長と刊に句生活の中で、自分ができるようになったこと子高訳語二させる r ぶしてその

交族主 11 じめ，多くのノ、やもの。環境が関わり台L、なが i~ ＇ 今日目分がし、ることにも

にしたL＼，また．家庭生活守ふり返ることでラ 1 E；の生活そ送 fむためには3 自分t)

仕事さ‘し 7工台、らオ；；主主l晋；とゥ；・：， ・c1，、ることにら元ゥ：；I ／.，ょう i二，rcJ C 京広三活と

き3 生活をi去るために“人・もの・斑i走”づ戸、相互に関係し合－，ていると 1:いうことに

生16をよりよくするために， 3をう族の一見として自らも主体的に関わろうとする

后での実践につな；fてし 1きj

(2）本J退．材ω日標やP品t；穿と：支i帝＠芽；賠手~1 で：芸雪 e之主主島翠考力．判：昂力

日うJの成長ゃ生活をふ Jツ；；豆！っ丈CfJiら，家庭生育を
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ども？二ちのてくるであろう。

という思い
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実践するための知識や技能が備わっていないことが

支える家族の仕事の中の調理の仕事に関わりたいヲ

ガスこんろの使い方の学習の中で，沸かした

れるもので，日常生活の食事や団らん

てp 白玉団子を作るc 粉と水を混ぜる

えたからである。
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日寺｜習にゆとりがある

実践力を身につ tjること

lこ設XE'.し

に主体的に関わろうと言る

そして．

計画した

であろう。

（心印，~，学i;J;lc全体の学び合いの場面）

．自分の成長や生活をふり返りながら 2ft':叫 V__/;j 百

庭科の学習の見通しをもっO

。安心して生活するためには何が必要か日常生三活

りながら見出すことができている。

るに

2 展開計画

べぷ己三字型

φ 自分の l日の生活を振り返りな

は何があるかまず個別につ／し9
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自らが行う時計画を立て？家族の仕事を実践し 生活に主体的に関わろうとする意欲や態度？？

ことをねらいとしている。自分の生活をふり返る中でp 家族を支える仕事がたくさんのる」とに丸つ山

之の仕事は誰がやっているのだろうかという疑問が見えてくるであろう o その疑問を解決するためにヲー

名家庭で誰が倫どのようなわし事をしているか調べることでq それらの仕事は自分以外の家族，とりわけ

開が中心と’なって行つ亡ーことに気づく o そこ己自分の成長を司る？；と；；：·：！~；：
きア 羊 か trこ〉ができるようになった今の白分やもっとこうなりたい，という J

；：；今一家庭牛府支える家族の仕事に関わること州っとできないだろうかという課題が見える。

個々がそれぞれの家庭の実態に応じた課題をもち司生活をよりよくしようと工夫しながり計画を立てて

いぐ（このように課題を見出し3 解決していく中で，思考カ＠判断力。表現力が育成され七いくもので

一一える。初めて家庭科と出会うオ唱材でヲ家庭科として思考，判断しっ表現すること

てていきたし＼o
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三日己
(3) 11年闘で膏てる思考力。判断力市駄の育成に関する軒戸輔の構想？いて

技術＠家庭科における思考力＠判断力＠表現力の11年間のつなかりの中c';J＼寸二 5年iこ当たる初等部

後期では，
をもち，生活をよりよくしてv，こうと工夫するブ］』の育成を目指Lている O 本号fオではy これを又けラ

自分の成長や生活をJり返りながら，家庭生活を支える家族の仕事があるこケ？解し 附しiこ

できる！家族の仕事計画」をj墨して9 家族の仕事を実践し，生活に主体的に巨l:Jわっうとする意欲や態度

を育てていきたいと考える。
1咋では，白分の帳や日常生活をふり返るo そしてヲ家庭不iの学習についてのガイ夕やンスとして，

1::i~~~~ 
m必要か考えヲ学び合うことを還して，家庭科で学習する要素を見つけ出していしさ 干i十？？？
の学習について上記の図 1を示すことでヲ家庭科の学習は，調理や裁縫が中心であるといっィメーン ζ

させ，生活の中から課題を見出し，解決していくことが家庭科であることに気づくよ？と＝ ~~ :・・o, 
引れは，第 1次を受けて3 1日の生活をふり返るo そのふりかえりの中で9 l日の壬防？三

めには，自分も含めぅ家族が家庭生活を支えるために様々な働きをしていることに気づく O そしし；で

族がどのような仕事をしているか調べる中でラ各家庭での課題を見つけ：守活：：：：よ；してし I－~た ω
に白分がもつと主｛本的に家族の仕
ると考えられるため q さ字級の実惑をふまえたモデル家族を示し会主部会，f:tマミモヂJ]i家椋を通し

家庭科の学習について〕
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J. ..厄；，；~, t主の仕事表を示した時の子どもたちの反応は？

どもが多くラ自分の家族を‘思い浮かべながら，モデル家族をもとに考えることができた。

その中でヲこの表から子どもたちが気づいたことは目、下のものである。

実際にそ

じる

。お母さんがたくさん仕事をしている。

によって，やっている人に違いがある。

（住の分野ではみんなできているが，衣の分野ではお母ーさんが中心である〉

＠お母さんやお父さんが難しい仕事をして町姉や私は簡単な仕事をしている。

＠私がしていることが少なくて内簡単なものである。

＠私にもできそうな仕事がある。

家族の仕

とい

モデル家族の仕事表から，気づいたことをふまえ9 お母さんを中心に仕事量に偏りがあり，

事をもっとみんなで支えなければいけないのではないかヲ私にもできる仕事があるのではないかヲ

う課題が見出された。それを受け，班ごとに『私にもできる仕事計画』を立てた結果がFiこ示したもの

で忘る。自分の生活と照らし合わせながら，実際の生活の中

でも確実にできる仕事を選びヲ理田を考えている。短時間で

できることやラ今の自分にもできること，さらにはヲ他の家

のことを意識した計画を立てていることが分かる。このモ

デル家族での学び合いから p 課題を見出し，自分の生j舌と照

らし合わせながら計画を立てていく視点や，そのなかで仕事

をもって考える；視点など、深めることできたの

える。そして9 巨

仕事…くつならべ

理由…忙しくても短時間で終るから
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自分の成長や生活をふり返ることを通して得た児童仏児童Eのふりかえりであるo 生活を改めr見

つめ直すことで句生活を送るためにはヲこれまで自分があまり意識していなかったこと予見えていなーかっ

たことがたくさんあったと気づいた瞬間であるc

の成長や生活をふり返ることで，改めて生活を意識することをねらいとし9 どんな生活を送りた

ネの叫には何が必要か，全体でミ考えを出し合つ九その中で子どもたちは，家族みんなが健康

で，かしなが仲良心楽しい生活を送りたいと願っているo そして その山こは今食べ物や生四品

などのもの，方fごちゃ家旅‘公園や学校などが具体的に必要であると考えたo この学び合いを通してヲ

さこと 9 看ることだげでiJ＜＇豊かな生活を送るためには，多くの人やもの：それを取り巻くー

が必要でありヲこれらが深くかかわり合いながら、生活が営まれていることを再認識で、きたo この壬出

を再認識する過程こぞ詐庭科学習の第一歩であり，二子どもたちの家庭科の学びが調理や裁縫だけに、なく，

1うと；フ そLてヲ生白こ活かしていくということが理解されたo そ［てヲ個々岨活

もっと 1)1高f：：一次の足 伽りとして今後♂の日しやヲ意欲lーがっていったーと

ム回

Ii＼か

v正二占

ど毛にとって

自分の計画

去三る円

（日間こもで封！家俸の仕事計画を立てよう』んモデ崎践による？日い十

の自分の l日の生活に焦点を絞りヲその中で自分をふくむ家1肌家庭生活を営むためにどのよ

ーな仕事をしているか考えた。まずはッ個々で考え？学級全体で考えを出し合ったo するとヲ 40近くも

の仕事が見つかったo 食事作りや洗濯はもとより，きょうだいの面倒を見ることやヲベットのお世話，

宝虫の駆除といった仕事も出た。子どもたちは， l日の生活を送るためには，こんなにも仕事があるの

；と大変驚いてい九この麓きから，これらの仕事は，いったい誰がやっているのかという疑問を抱U

そこで，家族の中の誰が9 どのような仕事をしているか整理するためのは戸きかけとして，子ども？

ちが見出した仕事を，各家庭で，日常的に行われている仕事に絞り込み＇ 75!;＂金作｛主＠その他で｛±事バ

け，以下のように提示し

その千也
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4 成果と課題

( 1）成果

モテソレ家族を通して家庭の仕事計画を考え，学び合うことに対しては，前述のように抵抗なくするこ

とができた。家族の学習については，全体の場で共有することに抵抗をもっ子ど、もも少なくないが，モ

デル家族を通すことで，客観的に考え，自分の考えをもち，学び合うのに有効な手立てであった。モデ

ルではあるが，一つの家族について学び合うことで，家庭のどんな仕事にどのように関わればいいか考

えを深めることができた。そして，自分の家庭について考える際の手立てとなり，全員がそれぞれの家

庭の実態や自分の現状に応じた計画を立てることができた。

その計画を実践する場として，夏休みを設定した。夏休みは家庭で、の生活が中心となり，家庭での主

体的な関わりが持てる絶好の機会である。これまでも子どもたちは，生活面のめあでや課題をもち夏休

みを過ごしてきた。夏休みの計画表などに『お手伝い』などという項目を設ける学年も多い。しかし，

l学期間ではあるが，家庭科の学習をしてきた子どもたちには，あえて，『仕事』と示した。夏休みの

計画を立てる際に，今までの『お手伝い』と『仕事』の違いに気づいた児童たちの会話である。

T 夏休みの“家庭での仕事”を考えましょう。

児童G 買い物にしょうかなあ～。

児童H それって手伝いじゃん。

児童G えっ！？

児童耳 仕事だから家の人に言われるんじゃなくて，自分でしないといけないんじゃないの？

全員 なるほど！

子どもたちが主体的に家庭と関わろうとする態度や意識が身についてきていることがとらえられた瞬

間である。児童Hの『家の人から言われるんじゃなくて，自分でしないと・・・ 1という発言はまさに

家庭科がねらいとしている家族の一員として生活をよりよくしようとする態度である。本実践で学んだ

家庭生活や家族の仕事に対する見方や考え方が深まりつつある。

そして，夏休み明け，子どもたちが実践した家庭の仕事についての保護者の感想である0

．家庭の仕事は夕方に庭の水ゃりゃってもらって助かりました。

・お手伝い，お願いすると必ずやってくれてとても助かりました。

子どもたちは，これまでの学習や生活経験を活かしながら，それぞれの家庭で自分のできることを見

出し，実践していった。しかし，子どもたちの“仕事”意識とは異なり，家族の人にとってみれば，

“お手伝い”であったようだ。まだまだ，主体的な関わりをするためには，更なる学習経験が必要であ

るが，このように子どもたちが家庭科の学習を通して学んだことを家庭へ持ち帰り，実践したことに対

して家族の方からコメントをいただくという取り組みを重ねることで，子どもたちの家庭生活に対する

意識を高め，各家庭にも子どもたちの主体的な関わりを認めていただきながら，主体的に関わろうとす

る意欲や態度，実践力を育てていきたい。

(2）課題

モデル家族を通して私にもできる家族の仕事を考える際に，授業の実際で示したB班のような「簡単

にできる」「時間がなくてもできる」といった考え方が多くを占めてしまった。現実的で，それぞれの

実態に応じた計画を立てることができたとも考えられるが，そこには， f自分はこうしたい」とか，「こ

うなりたいjといった子どもたちの願いを反映させることが不十分であった。家庭科に初めて出会う本

題材では，子どもの願いをもっと引き出し，大切に育んでいくことが重要であると考える。それが，今

後の学習の意欲の源になる。モデル家族の活用や題材構成も含めて，今後更に検討する必要があり，思

考力・判断力・表現力の育成ともからめてよりよい学び合いの場を設定していきたい。

（文責竹吉昭人）
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道具の使い方を工夫する課題解決を通じて

思考力・判断力・表現力を磨く技術科の学習展開

一 中学 1年「技術ってどんな教科～箸づくりから技術の学習を見とおそう～」の実践から ー

授業の構想

( 1）子どものとらえについて

本校の子どもたちは概ね学習に積極的に取り組もうとする子どもたちが多く，協力的でまとまりも良

い。どの学年も技術科の学習に関する事前調査から，ものづくりについての興味や関心は高く，多くの

子どもたちが「楽しみ」と答えている一方，学習内容や教科がめざすものをイメージしている子どもた

ちは少なし＇ o これまでのものづくりの経験については，直感的に道具を使い楽しみながら進めていくよ

つなものが多く，道具を正しく使い計画したものを正確に製作していく経験はほとんどない。多くの子

どもたちが技術科の授業で初めて木工具などを使い，本格的なものづくりを体験する。そのため技術科

の学習導入においてものづくりの楽しさや意義，全体の大まかな流れなどをを効果的につかみ， 3年間

を見通させるようなガイダンス的な学びは大変重要となる。

(2）本単元の目標や内容と技術・家庭科で考える思考力・判断力・表現力の育成との関わりについて

「技術ってどんな教科」～箸づくりから技術の学習を見とおそう～は新学習指導要領で示された教科

のガイダンス的な内容として設定した。 3年間の技術科の学習で何を学んでいくのか見通して技術科の

ねらいを理解させ，技術の進歩がわたしたちの生活を支えていることに気づかせていく単元であるが

ガイダンスそのものが楽しくワクワクするような取り組みでなくてはならず，技術科の根幹である「も

のっくり」の要素を加味して箸づくりの題材を設定した。ものづくりを通じた基本的な技能習得の中で，

どのような箸が伝統文化に裏付けられかっ環境に優しい箸（生活を豊かにしていく箸）なのか，どうす

れば自分がより使いやすい箸になるのか，どうすればより上手にかんなが操作し箸の製作ができるよう

になるのか，といった創意工夫の場面を多く設定し，その結果を共有化する中で学びあいながら思考力・

判断力・表現力を育成していくことを単元のねらいとした。

「ガイダンスの機能の充実」については指導要領で示されてるとおり，現在の子どもたちが抱える適

応力の不足や，主体性や自主性の欠如といった課題に対し，学習や生活での新しいことがらに適応して

いくための助けとするためのものである。とりわけ技術・家庭科の技術分野は中学校から始まる新たな

教科であり，子どもたちにとって楽しみと同時に不安も大きく，さらに「材料と加工」「エネルギ一変

換」「生物育成」「情報」といった多岐にわたる内容を学ぶため，これらの学びが断片的な学習になりか

ねず，教科としてのねらいや意義を見失いかねない。したがってガイダンス援業は技術科にとって重要

な存在であり，有効な題材や展開の工夫は喫緊の課題である。

本題材は 5時閣をかけて，箸を製作する取り組みを通じ技術科のガイダンス的な授業を創造しようと

するものである。子どもたちはこれまでの経験をふまえながら，自分にとっての理想的な長さ・太さ・

形状の箸を考案する。そして木工具を使いこれらの箸を製作する。箸の製作にあたっては削る量や角度

などを一定にするための治具として「かんな削り台Jを用いる。このかんな削り台は中央のくぼみに箸

の材料を置き， 50mmのかんなを用いてかんな削りをするための治具で，手前のくぼみが大きく取って

あり先端を細くする加工を容易にするための工夫もなされている。

技術科で考える「思考力・判断力・表現力」をこれまでの研究から以下のように整理しているo

O思考力「考え工夫する力」・・・どうすれば上手にできるのか，どうすれば解決するか

0判断力「手段を構築する力」・・・目的にあった仕組みゃ設計，効果的な作業の段取り

O表現力「ものを表す力」・・・思考・判断に基づく製作，思考・判断の過程の表現




